
50ドル札

ルベンはたいそう心配そうな、そしてうちひしがれた顔をして大学

のカフェテリアに違っていました。繊ま競りばっちで、あまり養く欲もな

いように見えました。そのとき、ヨラングが入ってきました。猿妾は、

ルベンと講じ進撃蔀の麦だちでしか、荷管も叢業で筏を見ることは

ぁりませんでした。覆安は麦だちのルベンを見かけると、とてもうれし

くなってテーブルに近づいて行きました。

「こんにちは、ルベン。久しぶりね。」

「やあ。」ルベンは、淀んだ声で後安に遍鎧をしました。

ヨランダは、猟こ荷かあったということに気がつき、憩い克って猿に

尋ねました。

「衛かあったの？」

ルベンは審えたくはなかったのですが、ヨランダはしっこく南きまし

た。

「言ってよ。荷かあったんでしょ。」

貰い競熊のあと、筏は諾し始めました。

嘩噛、レストランのアルバイトを晋になったんだ。お釜もないし、

詩境にまた頼みたくはないんだ。」と、ルベンはほとんど韻を上げずに

言いました。‘誓ときヨランダは、繭頼0ドル託を最り出して、ル
ベンにそれを見せました。

「これ、ほしい？」

「いや、籍轟だよ。ヨランダ、ありがたいけど、それじゃ麓藻にはな

らないんだ。簾にはもうたくさん檜巻があるし、しかもそれがすべてじ
ゃないんだ。」

「あなたは私の言っていることがわかっていないわね、ルベン。」ヨ

ランダは、50ドル記を手に蒔って言い違しました。しかし、ルベンは雷

を続けました。

「シルビアとの関係も終わったんだ。はじめはとってもうまくいって

いて、零まで患ってい磐の織とも違っているように思えたoでも

潜烏は、どの関係とも同じように終わったんだ。この議、着鞍から電話

があって、しばらくのあいだは離れていたいってぼくに言ってきたんだ。
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麦だちとしてつきあっていくことができるわってoぼくにはわ㌍ないe

今回はどこで失敗したんだ。」と、ほとんど泣きながらルベンは言いま
した。

ヨラングは50ドル茄をぐしゃぐしゃにして、青びルベンに差し晶し

ました。

「で、今でもまだほしくない？」ルベンはかなりびっくりしました。

「ぁのね、50ドル茄のままだよね。でも、薯が符をしようとしている

のかわからないよ。それじゃ麓藻にならないって言っただろ。」そして、

「誓トランの髄やシルビアのことやらなんやらで、瀧韓のレポ
ートを終わらせる持説がなかったんだ。発堂は、槙には艶壷をくれない

だろうね。」

ヨランダはぐしゃぐしゃの50ドル霜をコーヒーカップの轟こ入れて、

それを擦って蓮で高みつけ薙めましたoしばらく誓、範の芋からお茄

を取り上げて、それを伸ばして再びルベンに差し出しました。

禾忠義なことに、お茄は穣Lhてはいませんでした。お託が妻けたあら

ゆる災難にもかかわらず、いつものように50ドルの佑雇を達ち誘けてい

英黙ルベンは、ヨランダが50ドル茄で筏に言いたかったことが端華で

きました。すると、鎧の韻にはわずかばかりのほほえみが浮かびました。

「ぁりがとう、ヨランダ。わかったよ。榛が露宴としていることはこ

のことだったんだね。」と、ルベンは言いました。

「茂っておいて。1輔、わたしも琴の薯のようだったの。そして、わ

たしも鷲じように50ドルをもらったわo」とヨラングは麗しく言うと、

去って行きました。
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